
本
市
の
平
成
19
年
度
当
初
予
算
は
、
歳
入
で

国
か
ら
の
税
源
移
譲
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
個

人
市
民
税
が
31
・
2
％
の
大
幅
増
。
入
湯
税
が

「
バ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
S
O
G
I
」
の
オ
ー
プ
ン

に
よ
っ
て
、
約
8
0
0
万
円
の
増
加
を
見
込
む

一
方
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
市
税
収
入

の
増
加
な
ど
を
考
慮
し
、
2.1
％
減
の
38
億
円
と

し
ま
し
た
。
 

ま
た
歳
出
で
は
、
4
月
に
市
長
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
の
予
算
に

つ
い
て
は
、
骨
格
予
算
と
し
、
行
政
運
営
に
必

要
な
義
務
的
経
費
や
、
国
の
補
助
事
業
な
ど
で

当
初
予
算
に
計
上
す
る
必
要
が
あ
る
投
資
的
経

費
な
ど
を
中
心
に
計
上
し
ま
し
た
。
 

具
体
的
に
は
、
中
央
本
線
西
踏
切
拡
幅
改
良

工
事
な
ど
の
継
続
実
施
や
、
庚
申
山
神
線
道
路

改
良
工
事
、
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
整
備
事
業

な
ど
を
新
た
に
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

予
算
総
額
は
、
4
7
5
億
1
4
4
6
万
円
で

内
訳
は
、
一
般
会
計
で
1
7
8
億
4
4
0
0
万

円
、
特
別
会
計
で
1
9
0
億
6
3
6
2
万
2
千

円
、
企
業
会
計
で
1
0
6
億
6
8
3
万
8
千
円

で
す
。
 

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
ま
す
と
、
一
般

会
計
で
1.1
％
の
減
、
特
別
会
計
で
0.2
％
の
増
、

企
業
会
計
で
1.7
％
の
減
、
総
計
で
0.7
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 





  技
術
開
発
事
業
や
販
路
開
拓
事

業
お
よ
び
、
ブ
ラ
ン
ド
構
築
事
業

な
ど
、
経
営
の
革
新
に
よ
る
新
分

野
へ
の
進
出
な
ど
、
新
た
な
成
長

段
階
ま
で
の
「
も
の
づ
く
り
」
を

一
貫
し
て
支
援
す
る
た
め
「
土
岐

市
中
小
企
業
も
の
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。
 

     
 妻

木
小
学
校
と
駄
知
小
学
校
で

も
今
年
度
よ
り
試
行
し
、
指
導
員

も
実
情
を
考
慮
し
増
員
し
ま
す
。
 

   妻
木
小
学
校
附
属
幼
稚
園
と
駄

知
小
学
校
附
属
幼
稚
園
で
も
今
年

度
よ
り
試
行
し
ま
す
。
 

 
              

   全
小
学
校
に
自
動
体
外
式
除
細

動
器
（
A
E
D
）
を
、
全
中
学
校

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置

し
ま
す
。
 

        

 児
童
の
登
下
校
時
の
安
心
・
安

全
対
策
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
新
小
学
1
年
生
に
、
防
犯

ブ
ザ
ー
を
配
布
し
ま
す
。
 

     
  昨

年
度
、
基
本
設
計
を
実
施
し

ま
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
移

転
改
築
事
業
は
、
来
年
度
の
建
設

工
事
着
手
に
向
け
、
実
施
設
計
を

行
い
ま
す
。
 

     
  生

涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て

各
地
域
で
公
民
館
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
下
石
公

民
館
駐
車
場
舗
装
工
事
、
泉
公
民

館
の
耐
震
診
断
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

 

     
 子

育
て
支
援
と
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
小
学
1
年
生

か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
入
院
時

医
療
費
の
助
成
を
昨
年
度
に
引
き

続
き
行
い
ま
す
。
 

     
    人

口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合

が
増
え
る
中
で
、
保
険
給
付
額
も

年
々
増
加
し
、
保
険
財
政
へ
の
負

担
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
中
で
、
介
護
保
険
法

の
改
正
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
核

と
し
て
「
要
介
護
・
要
支
援
状
態
」

に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
と
と
も

に
「
要
介
護
・
要
支
援
状
態
」
に



な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
身
近
な

地
域
で
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
す
る
事
業
と
し
て
、
今
年
度

介
護
予
防
特
定
高
齢
者
施
策
事
業

や
、
認
知
症
予
防
啓
発
講
演
会
事

業
、
独
居
高
齢
者
見
守
り
事
業
お

よ
び
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど

を
行
い
ま
す
。
 

      消
防
団
活
動
の
活
性
化
と
地
域

住
民
と
の
連
携
を
図
る
た
め
、
消

防
団
中
核
拠
点
施
設
の
建
設
を
順

次
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は

「
下
石
町
消
防
団
中
核
拠
点
施
設
」

の
建
設
に
向
け
、
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。
 

  消
防
団
活
動
に
必
要
な
機
材
の

充
実
を
図
る
た
め
、
消
防
用
車
両

を
順
次
更
新
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
は
、
泉
分
団
に
配
備
す
る
電

源
付
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
1
台
を

購
入
し
ま
す
。
 

 

     
   今

年
度
は
「
庚
申
山
神
線
道
路

改
良
事
業
」
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
市
道
8
路
線
で
、
歩
車
共
存

道
路
の
整
備
と
交
通
安
全
整
備
を

行
う
「
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
整

備
事
業
」
を
行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
昨
年
度
、
踏
切
部
の
改

良
が
完
了
し
ま
し
た
「
中
央
本
線

西
踏
切
改
良
事
業
」
は
、
引
き
続

き
、
用
地
の
取
得
と
踏
切
北
側
の

道
路
改
良
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

           

     
 橋

梁
利
用
者
の
安
全
性
の
確
保

と
、
災
害
時
に
お
け
る
輸
送
路
確

保
の
た
め
、
橋
梁
の
維
持
管
理
計

画
の
策
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

     
 高

齢
者
な
ど
、
交
通
弱
者
の
日

常
生
活
に
不
可
欠
な
交
通
手
段
と

し
て
運
行
し
て
い
る
市
民
バ
ス
に

つ
い
て
、
今
年
度
は
、
老
朽
化
し

た
車
両
1
台
の
更
新
を
行
い
ま
す
。
 

         

      水
道
水
の
安
定
供
給
に
必
要
不

可
欠
な
、
中
央
監
視
装
置
の
老
朽

化
に
よ
る
更
新
事
業
を
進
め
て
お

り
、
今
年
度
は
、
昨
年
度
完
成
し

た
新
た
な
中
央
監
視
室
の
監
視
装

置
本
体
の
更
新
を
行
い
ま
す
。
 

        前
年
度
に
引
き
続
き
、
駄
知
町
・

妻
木
町
を
中
心
と
し
た
面
整
備
を

行
う
ほ
か
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

下
水
道
処
理
排
水
の
高
度
処
理
化

を
行
う
た
め
、
引
き
続
き
、
施
設

の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
鶴
里
町
柿
野
地
区
で
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
、
農
業
集

落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
中
の
供
用
開
始
を
目
指
し
事
業

を
進
め
ま
す
。
 

な
お
、
下
水
道
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
公
共
下
水
道
、
農
業
集

落
排
水
、
合
併
浄
化
槽
の
適
宜
な

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
、
水
洗
化
率

の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
た
上
で
、

今
後
の
整
備
計
画
な
ど
を
見
直
し

ま
す
。
 

                 現
在
、
U
R
都
市
機
構
に
委
託

し
て
行
っ
て
い
ま
す
、
学
園
都
市

中
央
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
、
引

き
続
き
事
業
を
進
め
ま
す
。
 


